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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池（１）の温度を調整するシステムであって、少なくとも一つの電気化学セルを各々
備える、直列に配置された少なくとも２つの電気エネルギー蓄積要素（Ｂｉ）を含み、前
記システムは、
　前記電池（１）の温度（Ｔｂａｔ）が第２の閾値（ＳＴｂａｔ）より低いときに、前記
電池（１）を加熱するために、前記電気エネルギー蓄積要素（Ｂｉ）の内の少なくとも一
つを接続解除する、又は接続することによって前記電池（１）を通って流れる電流の強度
の値（Ｉｂａｔ）を第１の閾値（ＳＩｂａｔ）まで上げる手段（６、７）であって、当該
手段（６、７）が、電気エネルギー蓄積要素（Ｂｉ）を接続解除する及び接続するための
接続解除及び接続モジュール（６）を含む、手段（６、７）、と
　測定手段によって測定される各電気エネルギー蓄積要素の温度（Ｔｉ）に基づいて、接
続解除対象の又は接続対象の電気エネルギー蓄積要素（Ｂｉ）を決定する決定モジュール
（５）と、を含むことを特徴とする、システム。
【請求項２】
　前記接続解除及び接続モジュール（６）は、異なる電気エネルギー蓄積要素（Ｂｉ）の
間で前記電流（Ｉｂａｔ）の流れを切り替える手段（７）を含む、請求項１に記載のシス
テム。
【請求項３】
　前記電気化学セルはリチウム－鉄セルである、請求項１または２に記載のシステム。
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【請求項４】
　前記電池（１）は、Ｎ個の電気エネルギー蓄積要素（Ｂｉ）を含み、前記接続解除及び
接続モジュール（６）は、Ｎ－１個のエネルギー蓄積要素（Ｂｉ）を接続解除する又は接
続することができる、請求項１から３のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項５】
　電池（１）の温度を調整する方法であって、少なくとも一つの電気化学セルを各々備え
る、直列に配置された少なくとも２つの電気エネルギー蓄積要素（Ｂｉ）を含み、前記電
池（１）の温度（Ｔｂａｔ）が第２の閾値（ＳＴｂａｔ）より低いときに、前記電池（１
）を加熱するために、前記電気エネルギー蓄積要素（Ｂｉ）の内の少なくとも一つを接続
解除する、又は接続することによって前記電池（１）を通って流れる電流の強度の値（Ｉ

ｂａｔ）が第１の閾値（ＳＩｂａｔ）まで上げられ、
　測定手段によって測定される各電気エネルギー蓄積要素の温度（Ｔｉ）に基づいて、接
続解除対象の又は接続対象の電気エネルギー蓄積要素（Ｂｉ）が決定される、方法。
【請求項６】
　前記接続解除対象の電気エネルギー蓄積要素（Ｂｉ）が、それ自体の前記電池（１）に
おける場所に基づいて決定される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記接続解除対象の電気エネルギー蓄積要素（Ｂｉ）が、それ自体の健康状態（ＳＯＨ

ｉ）に基づいて決定される、請求項５又は６に記載の方法。
【請求項８】
　前記電気エネルギー蓄積要素（Ｂｉ）が、ユーザによって要求される電力に基づいて決
定される、請求項５から７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　異なる電気エネルギー蓄積要素（Ｂｉ）の間で前記電流（Ｉｂａｔ）の流れを切り替え
ることによって、前記電気エネルギー蓄積要素（Ｂｉ）の温度（Ｔｉ）が均等化される、
請求項６から８のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、航空機、陸上ビークル（トラック、バス、二輪車等）又は水上ビー
クル又は固定蓄電池群等の電気化学電池に接続されるシステムの分野に関する。具体的に
は、本発明は、ハイブリッド又は電気伝導装置を有するビークルの分野に関する。ハイブ
リッドビークルは、少なくとも一つは電気モータである、少なくとも２つのモータ（又は
同様の機械）を含む。具体的には、本発明は、上記ビークルに使われる電気化学電池の分
野に関する。
【０００２】
　更に具体的には、本発明は、電流を有する電気モータに供給する電気化学電池の温度の
調整を可能にするシステムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　従来の既存のシステムでは、ハイブリッド又は電気伝導装置を有するビークルの電気モ
ータは、電気化学電池、例えば酸化鉛－硫酸、ニッケル水素又はリチウムイオン電池の形
態の電気エネルギー蓄積装置に結合されている。
【０００４】
　ハイブリッド又は電気伝導装置を有するビークルの電気モータの電気化学電池は概して
、直列で接続され、少なくとも一つの電気化学セルを各々含む電気エネルギー蓄積要素の
群からなる。電気化学セルの端子の電圧は比較的低い（リチウムイオン電池では４Ｖ域）
が、電池の端子の電圧は概して数百ボルトである。この種の電池は従って高電圧電池と呼
ぶことができるが、内部抵抗が比較的高く、とりわけ蓄電器の温度の影響をかなり受けや
すいという不利点がある。
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【０００５】
　この種の電池の有用な容量と電力は、特定の温度範囲、通常リチウムイオンセルにおい
て１５～４５℃において最大であることが知られている。この範囲外、特に蓄電器の温度
が０°を下回る時は、電池の容量と電力は、電気モードのビークルの通常運転を保証する
には不十分でありうる。更に、低温で完全に電池を放電させる、又は充電するのは困難で
ある。４５℃を超えると、電池の使用は一般にダメージを避けるため意図的に制限される
。
【０００６】
　実際、幾つかの種類の電池、例えばリチウム鉄電気化学セルを備える電池は特に、極寒
温度の悪影響を受け、温度が下がるにつれ内部抵抗が上がり、温度が０℃を下回ると、電
気モータへの電源供給、又は充電を保証することができなくなりうる。
【０００７】
　上記セルの電気化学コアに過度のストレスを与えないように、又は電解液の劣化及び寄
生反応の増加を一層悪化させないためには、温度が０℃を下回る、あるいは４５℃を上回
る時に、上記セルを通って流れる電流の強度の値を制限する必要がある。
【０００８】
　これらの不利点を避けるため、時々電池セルを大きくしすぎる場合があるが、これによ
り、コスト及びサイズが大幅に拡大する。
【０００９】
　その結果として、上記電池が配設されたビークルにおいて、外部温度が低い場合に前記
電池を形成する電気化学セルを再加熱するシステム、又はエネルギー蓄積要素がオーバー
ヒートした場合に冷却するシステムを提供することが一般に必要である。
【００１０】
　更に、電池の出力電圧を最大化し、電流強度の値を低下させ、ケーブルのサイズ設定を
縮小するために直列接続されたエネルギー蓄積要素は、一つの要素の温度が他の要素の温
度と異なる時に、各エネルギー蓄積要素を通って流れる電流強度が同じであるため、エネ
ルギー蓄積要素の群の電力が制限される。従って、電池において異なる温度を有する一つ
の要素により、電池全体に制限がかかる。
【００１１】
　更に、電池がもはやエネルギー蓄積要素の均等化されたブロックではなく、複雑な形状
、例えば「Ｔ字」状を有する時、又は電池が、ビークル内の様々な場所に分配されたエネ
ルギー蓄積要素の群で形成されている時に、これらの均等化された特性が際立ってくる。
【００１２】
　例えばプラスの温度係数（「ＰＴＣ」）抵抗器等の冷却回路内を流れる冷却液を加熱す
る手段を特に使用して、電池が冷却されうる又は電池が加熱されうる空気又は水冷却回路
を含む、電池外部又は蓄積要素周囲の電池内部の加熱装置を含む電池パックを加熱及び冷
却するシステムはすでに周知のものである。これらの抵抗器は、電池の上に吹き付けるよ
うに意図された空気回路に直接一体化されうる。
【００１３】
　しかしながら、この種の解決法はコスト及びサイズの観点において最適化されておらず
、ビークルの冷却システム全体に負担がかかりうる。
【００１４】
　更に、この種の解決法は、電池全体の熱の調整に使用されるが、冷却液の分配、及び冷
却液の特性（特に温度）の変化により、セル間の温度差が発生しうる。実際、電池の異な
る領域、例えば２０℃の領域間で大幅な温度差が存在しうる。冷却回路に最初に接触する
セルは十分に冷却される、又は加熱される。冷却回路の端に位置づけされた領域は、前に
遭遇したセルによってすでに加熱又は冷却されている空気を受けるため、次のセルはそれ
より少なく冷却又は加熱される。これにより、最も小さく加熱又は冷却されたセルの性能
が制限され、時期尚早なセルの老朽化又は劣化が起こり、電池内の均等性が損なわれる。
充電電圧が最も低いセルはそれ自体の充電レベルを他のセルに負担させるため、この不均
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等性により使用可能なエネルギーが低減し、従って電池全体のエネルギー潜在力が低下す
る。
【００１５】
　電池の内部抵抗器を用いてセルを加熱するために、電池内に電流の流れを発生させるこ
とによって電池を加熱するシステムが記載された特許文献ＵＳ２０１２０２１３９７も参
照することができる。
【００１６】
　しかしながら、この種のシステムにより、要素間で温度差がある時、同じ電池パックの
異なるセル間の温度差が持続する時に、電池の全てのセルが均一に加熱されるようにする
ことができる。
【発明の概要】
【００１７】
　本発明の目的は従って、これらの不利点を克服することである。
【００１８】
　更に具体的には、本発明は、各電気化学セルの温度を同様のものとするために、電池の
蓄積要素内部の温度を調整することを目的とする。
【００１９】
　本発明の別の目的は、電池の内側を介して直接、電池の電気化学セルを加熱することで
ある。
【００２０】
　本発明の目的はまた、長持ちするパックを手に入れることにより、寿命がきた電池の交
換を減らすために、パックを形成する要素の老朽化を均等化することである。
【００２１】
　本発明の主題は、電気化学電池、特にハイブリッド又は電気自動車の電気化学電池の温
度を調整するシステムであり、このシステムは、少なくとも一つの電気化学セルを各々備
える少なくとも２つの電気エネルギー蓄積要素を含む。
【００２２】
　温度調整システムは、電池を通って流れる電流の強度の値を第１の閾値まで増加させる
手段を含む。電池の決定された部分が従って加熱される。セル間の温度差を最小限に抑え
るために、電池の温度を調整することもできる。
【００２３】
　電流強度の値を増加させる手段は、電気エネルギー蓄積要素を接続解除及び接続するモ
ジュールを含む。これにより、接続されたままの蓄積要素をより急速に温め、接続解除さ
れた蓄積要素をより急速に冷ます、又は他のエネルギー蓄積要素よりも少なく温めること
が可能になる。
【００２４】
　調整システムは、測定手段によって測定される各蓄積要素の温度の関数として、接続解
除、又は接続対象の電気エネルギー蓄積要素（複数可）を決定するモジュールを含むとこ
ろに利点がある。
【００２５】
　一実施形態では、接続解除及び接続モジュールは、異なる電気エネルギー蓄積要素の間
で電流の流れを切り替える手段を含む。電池内の温度は従って均等化され、各エネルギー
調整要素間の温度差がなくなる。
【００２６】
　電気化学セルは例えば、リチウム鉄セルである。
【００２７】
　一実施形態では、電池は、Ｎ個の電気エネルギー蓄積要素を含み、接続解除及び接続モ
ジュールは、Ｎ－１個のエネルギー蓄積要素を接続解除する、又は接続することができる
。
【００２８】
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　第２の態様によれば、本発明は、ハイブリッド又は電気伝導装置を有する自動車の電池
の温度を調整する方法に関し、ハイブリッド又は電気伝導装置は、少なくとも一つの電気
化学セルを各々備える少なくとも２つの電気エネルギー蓄積要素を含み、少なくとも一つ
の電気エネルギー蓄積要素を接続解除する又は接続することによって、電池を通って流れ
る電流の強度の値を第１の閾値まで上昇させる。
【００２９】
　接続解除対象の電気エネルギー蓄積要素は、それ自体の温度、電池におけるそれ自体の
場所及び／又はそれ自体の健康状態（「ＳＯＨ」）の関数として決定されることが利点で
ある。
【００３０】
　温度の調整の一つの利点は、幾つかの場合に、交換電力（＝性能基準）を上げて老朽化
遅延に寄与することができることである。
【００３１】
　一実施形態では、接続解除対象の電気エネルギー蓄積要素は、ユーザによって要求され
る電力の関数として決定される。従って、低温において、要求される電力が低い場合、最
も低温の蓄積要素が接続されて加熱され、要求される電力が高い場合には、電流の制限を
避けるために、最も高温の蓄積要素が接続される。高温の蓄積要素はまた更に急速に加熱
されるため、更に不均衡になるがユーザの運転が可能になる。
【００３２】
　一実施形態によれば、電気エネルギー蓄積要素の温度は、異なる電気エネルギー蓄積要
素の間で電流の流れを切り替えることによって均等化される。従って、電池の要素が全て
引続き加熱される。
【００３３】
　最終的に、異なる実施形態によれば、電池の温度を均等化するために、他の要素を接続
解除することによって最も低温の要素を加熱することができる（接続解除により、最も低
温の要素で一定電流において電流が増加してこれらの加熱に寄与する）、及び／又は最も
高温の要素を接続解除することによって最も高温の要素を少なく加熱することができる（
少なく加熱される、又は冷却されることで、接続解除された要素の電気化学セルを通って
流れる電流がゼロになる）。
【００３４】
　非限定的な例にすぎない、後述の記載と添付図面を参照することで、本発明の他の目的
、特徴及び利点が明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明による電池調整システムを示す概略図である。
【図２】本発明による方法の一実施形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　図１を参照すると、電気化学電池１の形態の蓄電装置は、電気又はハイブリッド駆動力
又は推進力（図示せず）を有するビークルを動力化するための電気エネルギーの生成を可
能にする、複数の電気エネルギー蓄積要素Ｂｉを含み、ｉは１～Ｎ個の蓄積要素の数であ
る。
【００３７】
　各電気エネルギー蓄積要素Ｂｉは、少なくとも一つの電気化学セル、例えばリチウム鉄
セルを備える。
【００３８】
　ここで、電池１は、８個の電気エネルギー蓄積要素Ｂｉを備えており、ｉは１～８であ
る。電池１には、２つ以上の数の電気エネルギー蓄積要素Ｂｉを含むことができることに
留意すべきである。エネルギー蓄積要素Ｂ１～Ｂ８は直列に配置されている。電流Ｉｂａ
ｔは、蓄積要素を通って流れる電流である。
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【００３９】
　全体的に２で示す電池の温度を調整するシステムであって、各要素Ｔｉの温度センサ（
図示せず）等のいずれかの測定手段から送られる電池１と各要素のデータを受信する測定
モジュール３又は、例えば、対応する要素内部の直列の各セルの電圧測定値に基づいて、
各要素Ｕｉ（ｉ＝１～８）の電圧の計算等、各要素特有の処理モジュールを含む。
【００４０】
　調整システム２は、測定モジュール３によって引き出されたデータを閾値Ｓｉと比較す
るモジュール４と、接続又は接続解除対象の電気エネルギー蓄積要素Ｂｉを決定するモジ
ュール５と、電気エネルギー蓄積要素Ｂｉを接続解除する及び接続するモジュール６とを
含む。
【００４１】
　接続解除又は接続対象のエネルギー蓄積要素Ｂｉを決定するモジュール５は、測定モジ
ュール３及び比較モジュール４のデータを考慮する。ビークルが運転モードにあるか、潜
在的に電池充電モードにある場合に、例えばビークルの操作モードの関数として接続解除
又は接続対象の蓄積要素を決定するために、決定モジュール５はまた、ビークルの管理装
置Ｓ（図１に図示せず）とも通信する。
【００４２】
　従って、電池１の温度Ｔｂａｔが閾値ＳＴｂａｔよりも低い、例えば０℃である場合、
温度Ｔｂａｔを調整するシステムは、各エネルギー蓄積要素Ｂｉの温度Ｔｉの関数として
、接続解除対象のエネルギー蓄積要素Ｂｉを決定する。Ｔｂａｔに対して要素Ｂｉの平均
温度の平均値（Ｔｉ）を用いることができる、又は極端な温度値を考慮するために、低温
に対して要素Ｂｉの最低温度ｍｉｎ（Ｔｉ）に対応するＴｂａｔ＿ｍｉｎを用いることが
できる。
【００４３】
　電池１、又は電池の少なくとも一部を急速に加熱するために、非常に低い温度Ｔｉを有
するエネルギー蓄積要素Ｂｉが接続解除される。すると、他の接続解除されていないエネ
ルギー蓄積要素Ｂｉを通って流れる電流Ｉｂａｔが増加し、接続された各エネルギー蓄積
要素のセルの内部抵抗器によって発生する熱損失により、コアを更に急速に加熱すること
ができる。
【００４４】
　図１に示すように、電流Ｉｂａｔは、エネルギー蓄積要素Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ６、Ｂ

７、Ｂ８を通って流れ、エネルギー蓄積要素Ｂ４、Ｂ５は接続解除されている。電池１の
電流Ｉｂａｔの強度は従って、同じ電力Ｐｂａｔに対して増加する。より強度の高い電流
Ｉｂａｔが流れるエネルギー蓄積要素Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ６、Ｂ７、Ｂ８のセルは、こ
れらの要素の内部抵抗器によって発生する熱損失を介してより急速に加熱される。
【００４５】
　あるいは、電圧Ｕｂａｔを低下させ、電流Ｉｂａｔを増加することにより、エネルギー
蓄積要素Ｂｉをさらに急速に加熱することができるようにするために、非常に低い温度Ｔ

ｉを有するエネルギー蓄積要素Ｂｉを接続することができ、高温Ｔｉを有するエネルギー
蓄積要素Ｂｉを接続解除することができる。
【００４６】
　温度調整システム２は、エネルギー蓄積要素Ｂｉを定期的に入れ替えることにより、電
池１全体が均等に加熱され、各要素間の温度差がなくなるように、異なる電気エネルギー
蓄積要素Ｂｉにおける電流Ｉｂａｔの流れを切り替えることができる、接続及び接続解除
モジュール６に組み込まれ、決定モジュール５と連通している切替モジュール７を含む。
【００４７】
　あるいは、従来の加熱システム（図示せず）を提供することができる。この場合、加熱
システムの下流に位置づけされる電気エネルギー蓄積要素は、より急速に加熱されるため
、接続解除される。他のエネルギー蓄積要素は、要素の内部抵抗器を通って流れる電流を
介して加熱される。
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【００４８】
　図２に、電気１の温度Ｔｂａｔを調整する方法を示し、この方法は、電池１の各要素Ｂ

ｉにおいて測定される温度Ｔｉ（ｉ＝１～Ｎ）を分析し、温度Ｔｉを温度閾値ＳＴｂａｔ

と比較するステップ１０と、電池の熱条件を改善する構成、すなわち、幾つの、そしてど
の蓄積要素Ｂｉを接続解除するかを決定するステップ２０とを含む。ステップ２０では、
選択された構成を電池１及び各要素のデータの関数として、特に電池１を通って流れる電
流Ｉｂａｔの強度、電池によって提供される電圧Ｕｂａｔ、電池１によって提供される電
力Ｐｂａｔ、各蓄積要素の充電状態ＳＯＣｉ、接続解除されているか否かに関わらず各蓄
積要素の初期状態Ｅｉ、各蓄積要素のセルの最低及び最大温度Ｔｍｉｎ、Ｔｍａｘの関数
として、及びビークルの管理装置Ｓから送られる情報の関数としても適用することができ
るか否かも決定する。
【００４９】
　ステップ２０において、電気化学セルを劣化させないために、電池１を通って流れてい
る電流Ｉｂａｔの強度の値が閾値ＳＩｂａｔよりも低いかがチェックされる。閾値ＳＩｂ

ａｔは一定値ではなく、例えばマッピングＳ＝ｆ（ＳＯＣ、Ｔ）、充電状態ＳＯＣと温度
Ｔの関数から発生しうることに留意したい。従って、接続された要素において、要素のセ
ルを通過する最大電流は、ＳＯＣｉ及びＴｉの関数である。直列に接続されている蓄積要
素では、接続された全ての要素の全てのセルを通って同じＩｂａｔが流れる。強度Ｉｂａ
ｔの値は従って、各要素の最大電流よりも小さくなくてはならない。
【００５０】
　電池１の端子の電圧Ｕｂａｔが最低限の電圧、例えば２４０Ｖを下回らないように、閾
値ＳＵｂａｔよりも大きいかがチェックされる。
【００５１】
　電気モータへ、そして潜在的に電池によって電気エネルギーが供給される他の装置へ十
分な電力を供給するために、電池１によって提供される電力Ｐｂａｔが閾値ＳＰｂａｔよ
りも大きいかがチェックされる。
【００５２】
調整方法は、ステップ２０において適用条件がチェックされ承認された時に、選択された
構成を適用するステップ３０を含む。
【００５３】
　最初に、電池１の温度Ｔｂａｔが温度閾値ＳＴｂａｔよりも低い場合に、最も低温の電
気エネルギー蓄積要素Ｂｉにより他のエネルギー蓄積要素に制限が課されないように、最
も低温の電気エネルギー蓄積要素Ｂｉがステップ３０で接続解除される。基準の電池１の
強度Ｉｂａｔよりも大きい強度Ｉｂａｔを有する電流が次に、他のエネルギー蓄積要素を
通って流れ、他のエネルギー蓄積要素はこれらのセルの内部抵抗器を通る電流の流れによ
って発生する熱損失を介して加熱される。
【００５４】
　電池１の強度値は従って、第１の閾値ＳＩｂａｔまで上がる。
【００５５】
　幾つかのエネルギー蓄積要素Ｂｉが加熱されると、電池１内部の温度Ｔｂａｔを均等化
するため、各要素において測定された温度Ｔｉ（ｉ＝１～Ｎ）が比較され、エネルギー蓄
積要素Ｂｉの電流Ｉｂａｔの流れがこの時点で切り替えられて最も高温のエネルギー蓄積
要素が接続解除される。
【００５６】
　エネルギー蓄積要素Ｂｉも、これら要素の電池１での場所と、健康状態（ＳＯＨｉ）に
従って接続解除されうる。
【００５７】
　あるいは、従来の加熱システムもまた使用されうる。この場合、加熱システムの下流に
位置づけされるエネルギー蓄積要素は、内部抵抗器及び従来の加熱システムにおける電流
の流れによって発生する損失によって同時に加熱されないように接続解除される。他のエ
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ネルギー蓄積要素は、これらの要素の内部抵抗器を通って流れる電流を介して加熱される
。
【００５８】
　今回説明した本発明を用いた電池の加熱は、セルの内部抵抗器の使用に基づいており、
従って使用される熱源は、実際に電池内部に位置づけされているため、加熱の効率性が改
善される。実際、セルの内部抵抗は、温度が低下すると非常に高くなる。セルの熱損失は
かなり大きく、セルの加熱に使用される。
【００５９】
　従って、セルの温度の均等化が改善されることにより、電池のセルの老朽化が遅延する
。
【００６０】
　この均等化は、各電気エネルギー蓄積要素の温度、これら要素のビークルにおける位置
、及び電池の充電状態の関数として、接続解除対象のエネルギー蓄積要素を決定する手段
、及び電池の異なる電気エネルギー蓄積要素の間で電流の流れを切り替える手段によって
実現される。

【図１】 【図２】
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